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○「とんてき」をＰＲするきっかけ
私は、四日市大学の教授をしているのですが、市の職

員研修の講師になったのをきっかけに、市職員の自主研
究グループのアドバイザーになりました。自主研究グル
ープでは、四日市を知ることから始めました。社会見学
として、実際に市内を見学したり、さまざまな勉強を進
めていくうちに四日市には良いところがたくさんあるこ
とに気が付きました。四日市の良いところを知ってもら
うにはどうしたらいいかを考えていた時に、市内のいろ
いろなお店で出されている「とんてき」を使って四日市
をＰＲしていこうと考え、活動を始めました。

○活動はマップ作りから
どんな活動をするか悩んでいた時に、津でうなぎ屋を

集めた地図を作ったことが新聞に載っていたのをきっか
けに、とんてきマップを作ることにしました。
とんてきに欠かせないニンニクと２月29日の語呂合
わせで平成20年２月29日に第１弾のマップを発行しま
した。
とんてきマップは毎年発行していて、掲載の店舗数も

当初は11店舗しかなかったものが、今では45店舗まで増
えました。今年はさらに四日市を知ってもらえるように、
四日市の魅力なども掲載しています。

○ご当地グルメで四日市を盛り上げる
とんてきマップを作る以外にも市内はもちろん、市外・
県外のイベントに積極的に出店して、四日市とんてきと
四日市の売り込みをしています。市外・県外の人に四日
市を知ってもらい、注目してもらうことで、四日市に住
んでいる人に誇りを持ってもらいたいと思っています。
ボランティアなので、仕事をしながらの活動は大変で
すが、とんてきを焼くための陶板を萬古焼業者と作った
り、Ｂ−１グランプリの際に調理できるまで待ってもら
っている人たちにかぶせ茶を振る舞ったりするなど、さ
まざまな組織の人たちと一緒に四日市を盛り上げるため
に頑張っています。
今年のＢ−１グランプリは愛知県豊川市で開催されま
す。比較的近いところでするので、四日市を知ってもら
うきっかけづくりや、上位入賞して、四日市に光を当て
たいと考えています。

○公式キャラクター「テキブ〜®」
全国から公募して、市制111年の
イベントの時にお披露目しました。
とんてきと萬古焼の蚊遣り豚の組

や

み合わせで、とんてきと四日市をPR
しています。蚊遣り
豚の頭の上の緑はキ
ャベツを表していま
す。

老若男女、各分野で活躍するさまざまな「四日市人」を
取材して、その人の言葉で四日市の魅力などを読者に伝
えるコーナーです。
ＣＴＹ「ちゃんねるよっかいち」でも紹介します。
放送日時：10月11日〜11月10日 ６：40・20：30

（土・日曜日は６：40を９：00に変更）

四日市発祥の「とんてき」で四日市を活性化させ
たいという思いで集まり、活動している四日市とん
てき協会で活躍されている小林慶太郎さんにお話を
聞きました。

小林慶太郎さん
こ ばやしけい た ろう

市民の皆さんや企業とさらに盛り
上げていきたいと話す小林さん→

四日市とんてき協会
（緯343－5405 胃343－5401）

問い合わせ先
テキブ〜テキブ〜®®
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市内各地区の自慢や話題を紹介していただきます。

四季折々の自然とその恵みを「もてなし」の心とともに堪能できる奥座敷四季折々の自然とその恵みを「もてなし」の心とともに堪能できる奥座敷。。
伊勢湾の神島、知多半島も一望できる西部の観光地「水沢」を紹介します伊勢湾の神島、知多半島も一望できる西部の観光地「水沢」を紹介します。。

「かぶせ茶」生産日本一

「かぶせ茶」を知っていますか？
日光を遮り、光合成を制限する

ことで味わい深い茶（かぶせ茶）
になります。四日市のかぶせ茶は、
質・量ともに日本一を誇っていて、
全国の茶品評会のかぶせ茶部門で

も毎年上位に入
賞しています。
萬古焼の急須で
香りよいお茶を
ご賞味ください。

「奥山に もみじ踏みわけなく鹿の
声聞くときぞ 秋はかなしき」

と、百人一首に詠まれているほどの紅葉の名所「もみじ谷」。
秋の深まりとともに紅葉が辺り一面を染め上げます。紅葉だ
けでなく、春の山桜、初夏の鮮やかな新緑の美しさも格別で、
水沢では、一年中自然が楽しめます。

もみじまつり
毎年11月23日〜30日に開催して
います。期間中は、21：00までライ
トアップ。昼間とは一味違う夜のも
みじ谷をぜひお楽しみください。

昔、水沢は、水の便が悪く、水不足により田畑はもとより飲み水にも困るあり
さまでした。江戸時代の村名主「辻

むら な ぬし

久善」が村人と協力して30年余りをかけて全
きゅう ぜん

長２㎞に及ぶ「瀬戸用水」を完成させました。現在も用水路やマンボと呼ばれる
トンネルを通っていくつものため池をたたえ、水沢中の田を潤しています。
以後300年余りにわたり、この偉業をたたえ、足見田神社に水神として

あし み だ

祀られ、
まつ

毎年７月31日には、水まつりが盛大に行われ、
そこで「お諏訪おどり」が奉納されています。

新茶まつり
（4月29日）

瀬戸用水は、
水沢の農業発展の歴史です。

水沢地区市民センター
（緯329－2001 胃329－8002）

問い合わせ先

ため池（土橋池）
つち はし

用水路

マンボ
手掘り通水
トンネル

水沢町の活動については、ホームページ
˙̇HPhttp://gorirayama.com/をご覧ください。

春を彩る山桜




